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斑尾高原スキー場 

スノースポーツ指導等営業活動利用規約 

本規約は、スキー・スノーボードスクール、個人レッスン、ガイド、商業撮影その他の営利活動を、一般

利用者向けの「斑尾高原スキー場利用・索道運送約款」から分離して定めるものです。 

斑尾ホスピタリティ合同会社（以下「当社」といいます。）は、当社が運営する斑尾高原スキー場

（以下「当スキー場」といいます。）におけるスノースポーツの指導、案内、撮影その他の営業活

動について、次のとおり本規約を定めます。 

第 1 条（目的） 

本規約は、当スキー場における営業活動を適切に管理し、一般利用者、営業活動の参加者、当社従

業員その他の関係者の安全を確保するとともに、ゲレンデ及び索道施設の秩序ある利用を維持する

ことを目的とします。 

第 2 条（適用対象及び定義） 

1 本規約は、対価、報酬、会費、参加料、広告収入、販売促進その他名目のいかんを問わず、事業

又は営利の目的で当スキー場の施設又は管理区域を利用して活動を行う法人、団体又は個人（以下

「営業活動者」といいます。）に適用します。 

2 対象となる営業活動には、次の各号を含みます。 

（1）スキー、スノーボードその他のスノースポーツのスクール、講習、研修及び個人又は団体向け

レッスン 

（2）管理区域内におけるガイド、案内、同行及びツアーの実施 

（3）企業、団体その他の第三者から報酬、商品、サービスその他の経済的利益を受けて行う広告・

宣伝撮影、スポンサー付きコンテンツの制作、撮影又は収録自体を主たる目的とする収益化コンテ

ンツの制作その他の商業撮影 

（4）イベント、競技会、体験会、商品テスト、プロモーション、調査その他当社が営業活動に該当

すると判断する活動 

3 次の各号に掲げる活動又は営業活動者には、本規約を適用しません。ただし、当社が安全管理又

はスキー場運営上必要な条件を別途付した場合は、その条件に従わなければなりません。 

（1）当社がオフィシャルスクールとして認定した者による、認定範囲内のスノースポーツ指導等 
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（2）当社の依頼又は招待に基づき、報道機関、メディア、インフルエンサーその他の者が行う取材、

撮影、収録又は情報発信 

（3）対価、報酬、謝礼、商品、サービスその他の経済的利益を受けず、かつ、事業又は営利を目的

としない無償の指導、助言又は同行 

（4）その他当社が書面又は電磁的方法により対象外と認めた活動 

4 一般利用者が、通常のスキー場利用に付随してスマートフォン、携帯型カメラその他これらに類

する機器により行う私的な撮影及び SNS 等への投稿は、投稿先のアカウントに収益化機能が設定さ

れている場合を含め、原則として営業活動に該当しません。ただし、第三者から対価その他の経済

的利益を受けて行う広告・宣伝、撮影若しくは収録自体を主たる目的とする収益化コンテンツの制

作又は当社が商業撮影と判断するものを除きます。 

5 前項にかかわらず、ドローンその他の無人航空機による撮影又は飛行は、私的利用又は商業利用

の別を問わず原則として禁止します。ただし、飛行又は撮影の内容を事前に申請し、当社が特例と

して許可したうえで、当社スタッフが同行する場合は、この限りではありません。 

第 3 条（事前申請及び許可） 

1 営業活動者は、営業活動を実施する前に、当社所定の方法により申請し、当社の許可を受けなけ

ればなりません。申請内容を変更する場合も同様とします。 

2 許可は、申請された営業活動者、実施日、活動内容、指導者又はスタッフ、参加人数及び活動場

所についてのみ有効とし、第三者に譲渡、貸与又は承継することはできません。 

3 当社による許可は、営業活動者の技量、資格、適法性又は営業活動の安全性を当社が保証するも

のではありません。 

第 4 条（申請期限、提出事項、資格及び保険要件） 

1 営業活動者は、原則として営業活動の実施日の 7 日前までに申請しなければなりません。ただし、

年末年始、3 連休その他当社が繁忙期として指定する期間に実施する営業活動、団体撮影、大規模イ

ベントその他審査又は調整に相当の期間を要する活動については、当社が別途指定し、又は公表す

る申請期限までに申請しなければなりません。当社が特に認めた場合は、この限りではありません。 

2 申請者は、法人・団体名又は氏名、所在地、代表者及び現場責任者の氏名、連絡先、実施日時、

活動内容、活動場所、集合場所、参加人数、指導者又はスタッフの氏名その他当社が求める事項を

申告しなければなりません。 
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3 申請者は、指導者又はガイドとして活動する者について、保有する資格証明書を提出しなければ

なりません。外国人が指導又はガイド活動を行う場合は、旅券の身分事項ページ、在留カードの表

裏両面（交付を受けている場合）及び、指定書、資格外活動許可書、就労資格証明書その他日本国

内において申請対象の活動を行うことができる在留資格・就労資格の内容及び範囲を確認できる書

類を提出しなければなりません。 

4 スキー又はスノーボードの指導活動に関する資格要件は、次の各号のとおりとします。 

（1）公益財団法人全日本スキー連盟（SAJ）、公益財団法人日本スノーボード協会（JSBA）又は公

益社団法人日本プロスキー教師協会（SIA）の資格者は、申請に先立ち、自らが資格を有する団体に

所属する当社オフィシャルスクールに活動内容を確認したうえで、申請することができます。 

（2）海外の指導資格に基づく活動は、活動者が日本国内において当該指導活動を適法に行うことの

できる在留資格・就労資格を現に有し、前項の書類によりその活動内容及び範囲を確認できる場合

に限り認めます。 

（3）前 2 号に定めるもの以外の資格は、本規約の審査上、無資格と同等に取り扱います。 

5 ガイド活動を行う者は、活動内容及び活動区域に応じた適切なガイディング資格並びに救急法、

応急手当その他当社が適切と認める救護資格を有し、その資格証明書を提出しなければなりません。 

6 前 2 項の資格要件を満たさない者は、スノースポーツの指導又はガイド活動を行うことができま

せん。 

7 営業活動者は、営業活動及びその活動期間を補償対象とする損害賠償責任保険に加入し、1 事故

につき 3 億円以上の補償限度額が確認できる保険証券、付保証明書その他の書類を提出しなければ

なりません。保険の被保険者、補償地域、補償期間及び補償対象となる活動は、申請内容を満たす

ものでなければなりません。 

8 外国人の在留資格・就労資格及び活動の適法性については、申請者及び活動者が自らの責任で確

認するものとします。当社は提出書類の有無、記載内容及び申請内容との整合性を確認しますが、

『就労ビザ免除』その他の法的判断を行い、又は適法性を保証するものではありません。当社は、

必要があると認める場合、出入国在留管理庁その他の権限ある行政機関が発行した証明書、回答書

その他の資料の提出を求め、確認できないときは申請を許可しないことができます。 

9 申請者は、前各項に定める資料のほか、当社が求める場合、参加者名簿、実施計画書、安全管理

計画書その他の資料を提出しなければなりません。 

10 申請内容又は提出資料に虚偽、誤記若しくは重要な記載漏れがある場合、当社は申請を不許可

とし、又は許可を取り消すことができます。 
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第 5 条（審査及び不許可） 

当社は、安全管理、一般利用者への影響、混雑状況、活動実績、資格・保険等の確認状況、法令及

び当社規程への適合性その他の事情を総合的に審査し、許可条件を付し、又は申請を許可しないこ

とがあります。当社は、法令上必要な場合を除き、審査理由を開示する義務を負いません。 

第 6 条（登録料等及びリフト券） 

1 許可を受けた営業活動者（以下「許可営業活動者」といいます。）は、営業活動の区分、指導者

若しくはスタッフの人数又は参加人数にかかわらず、営業実施日 1 日につき 50,000 円（消費税別）

の登録料を支払わなければなりません。登録料は、営業実施当日の営業活動開始前に、当スキー場

のインフォメーションセンターにおいて現金で支払うものとします。 

2 前項の規定は、当社が認定するオフィシャルスクールには適用しません。オフィシャルスクール

の登録料、施設利用条件その他の条件は、当社と各オフィシャルスクールとの間で別途締結する個

別契約の定めによります。 

3 許可営業活動者、指導者、スタッフ及び参加者は、それぞれ利用に必要な有効なリフト券を購入

しなければなりません。営業活動の許可又は登録料の支払いには、リフト券その他の利用券を含み

ません。 

4 支払済みの登録料の返金については、斑尾高原スキー場が別途定めるリフト券の払い戻し規定と

同一の基準を適用します。 

第 7 条（現場責任者及び参加人数） 

1 許可営業活動者は、営業活動ごとに現場責任者を定め、営業活動中、当社から連絡可能な状態を

維持しなければなりません。 

2 1 名の指導者又はガイドが同時に担当できる参加者は、10 名以内とします。 

3 前項にかかわらず、参加者に初心者又は子どもが含まれる場合、当社は、事前に申請された参加

者の人数、年齢、技量、活動内容、活動場所、実施時期、混雑状況その他の事情を踏まえ、安全確

保のため必要があると判断したときは、個別に参加者の上限人数を 10 名未満に定め、指導者若しく

はガイドの増員を求め、又はその他の許可条件を付すことがあります。 

4 撮影、イベントその他第 2 項の人数基準を適用することが適切でない活動については、当社が個

別に上限人数及び安全管理体制を定めます。 
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第 8 条（識別物の交付、着用及び返却） 

1 当社は、許可営業活動者が第 6 条に定める登録料を支払ったときに、インフォメーションセンタ

ーにおいて、当該営業活動に従事する指導者、ガイドその他当社が指定する者に、腕章、ビブスそ

の他当社が指定する識別物（以下「識別物」といいます。）を交付し、その着用を求めることがあ

ります。交付する識別物の種類は、活動内容、安全管理その他の事情を踏まえて当社が指定します。 

2 許可営業活動者は、識別物を交付された場合、対象者に営業活動中常時着用させ、当社係員の求

めに応じて提示させなければなりません。識別物を第三者に譲渡し、貸与し、又は許可を受けてい

ない者に使用させてはなりません。 

3 許可営業活動者は、営業活動終了後、交付された識別物を速やかにインフォメーションセンター

へ返却しなければなりません。 

4 識別物を紛失し、又は破損した場合、当社は許可営業活動者に対し、その再調達、修理その他必

要な費用として実費を請求することがあります。 

第 9 条（遵守事項） 

1 許可営業活動者は、営業活動における集合場所を事前に申請し、当社の許可を受けた場所で集合

しなければなりません。 

2 許可営業活動者は、営業活動を開始する前に、当日の講習又は活動が可能なエリア及び禁止エリ

アを当社に確認しなければなりません。 

3 営業活動の開始後に、天候、積雪、混雑、事故、索道若しくは施設の運行状況その他の事情によ

り、新たな禁止エリア、活動制限その他の条件が生じた場合、許可営業活動者は、現場係員の指示

に従い、直ちに活動場所又は活動内容を変更し、又は活動を停止若しくは中止しなければなりませ

ん。 

4 許可営業活動者は、自ら並びにその指導者、スタッフ及び参加者に、次の事項を遵守させなけれ

ばなりません。 

（1）法令、本規約、斑尾高原スキー場利用・索道運送約款、当スキー場が公表する安全上の注意、

標識及び当社係員の指示に従うこと。 

（2）天候、積雪、雪質、視界、コース、索道の運行及び混雑状況並びに参加者の技量・体調を確認

し、活動内容を適切に変更又は中止すること。 

（3）一般利用者の滑走、索道乗降、通行、休憩及び救護活動を妨げず、コース上で集団を⾧時間停

止させないこと。 
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（4）滑走禁止区域、立入禁止区域、閉鎖中のコース、索道施設の作業区域その他当社が立入りを制

限する場所に進入し、又は参加者を進入させないこと。 

（5）管理区域内のツリーランコースを利用する場合、通常のコースと同様に、当該コースの営業状

況、標識、注意事項及び当社係員の指示に従うこと。 

（6）ヘルメットその他活動内容に適した保護具を着用し、参加者にも着用させるよう努めること。 

（7）事故、負傷、行方不明、設備の異常又は重大な危険を認知した場合、直ちに当社へ通報し、当

社の救護・安全管理に協力すること。 

（8）許可の範囲を超える勧誘、物品販売、金銭の授受、広告物の掲示・配布、施設の占有又は設備

の設置を行わないこと。 

（9）参加者の個人情報、肖像及び撮影許諾を適法かつ適切に取り扱うこと。 

（10）ドローンその他の無人航空機を飛行させ、又はこれらを用いて撮影若しくは収録を行わない

こと。ただし、飛行又は撮影の内容を事前に申請し、当社が特例として許可したうえで、当社スタ

ッフが同行する場合を除く。 

第 10 条（管理区域外での活動） 

1 本条において「オフィシャルバックカントリーツアー事業者」とは、当社がオフィシャル事業者

として認定し、管理区域外におけるツアーについて当社と個別契約を締結している事業者をいいま

す。 

2 オフィシャルバックカントリーツアー事業者以外の営業活動者が、当スキー場の索道施設を利用

して管理区域外へエントリーし、管理区域外においてスノースポーツの指導又はガイド活動を行う

ことは、原則として認めません。 

3 前項にかかわらず、営業活動者が、実施日時、利用する索道施設、予定する移動経路、活動区域、

参加者、資格、装備、安全管理体制、緊急時対応その他当社が求める事項を事前に申請し、当社が

個別に許可した場合は、当該許可の条件及び範囲内で活動を行うことができます。 

4 オフィシャルバックカントリーツアー事業者の活動条件、料金、安全管理その他の事項は、当社

との個別契約及び当社が別途定める基準によります。 

5 本規約又は前 2 項に基づく許可若しくは認定は、当社が管理区域外における活動を主催し、その

適法性若しくは安全性を確認し、又はその安全を保証するものではありません。 

6 管理区域外へ移動する営業活動者は、管理区域との境界をゲレンデマップ、現地表示その他の方

法により自ら確認し、活動の適法性、安全性、装備、計画、参加者への説明、緊急時対応及び救助

手配について全面的に責任を負います。 
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7 営業活動者が管理区域外で活動するために当スキー場の索道又は施設を利用する場合であっても、

当社は管理区域外における巡回、救助、捜索その他の安全管理義務を負いません。ただし、警察、

消防その他の公的機関から協力要請があった場合、当社は可能な範囲で後方支援を行うことがあり

ます。 

8 管理区域外で活動する営業活動者が、当スキー場内で集合、受付、説明、勧誘、撮影、施設の占

有その他の営業行為を行う場合、当該場内行為についても本規約及び当社の許可条件が適用されま

す。 

第 11 条（営業活動の変更、停止及び中止） 

1 当社は、天候、積雪、雪崩その他の自然条件、索道・施設の運行状況、混雑、事故、救護活動、

安全上又は運営上の必要その他やむを得ない事情がある場合、申請受付を停止し、又は許可済みの

営業活動について、活動場所・時間・人数等の変更、停止又は中止を命じることができます。 

2 許可営業活動者は、前項の命令及び当社係員の指示に直ちに従わなければなりません。 

第 12 条（無許可営業及び違反措置） 

1 当社係員による声掛け又は確認により無許可の営業活動が判明した場合、初回は当該営業活動者

又は実施者に警告し、直ちに当該営業活動を中止するよう求めます。 

2 無許可でレッスンを行うスクール又は指導者が、前項の警告後もレッスン行為を継続した場合、

当社は、当該指導者のリフト券を利用停止とし、当該指導者に退場を命じ、翌日以降の当スキー場

の利用を禁止します。 

3 当社は、前 2 項の措置を行う場合、本人確認、措置の記録及び再発防止のために必要な範囲で、

当該営業活動者又は実施者の写真を撮影し、身分証明書の提示及びその写しの提出を求めることが

あります。取得した写真、身分証明書の写しその他の違反記録は、当社サーバー上にデジタルデー

タとして保存し、第 15 条に従って取り扱います。 

4 無許可スクールの受講者については、当該スクールのレッスンを受講していたことのみを理由と

して、リフト券の利用停止又は退場を求めません。ただし、レッスン行為は直ちに中止しなければ

ならず、受講者が本規約、利用約款、法令又は当社係員の指示に違反した場合は、この限りではあ

りません。 

5 無許可の商業利用を目的とする撮影等が判明した場合、当社は、当該撮影等を直ちに中止するよ

う警告します。警告後も撮影等を継続した場合、当社は、当該実施者のリフト券を利用停止とし、

退場を求めることがあります。 
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6 現場の当社係員は、第 1 項及び第 5 項の警告及び営業活動の即時中止その他安全確保に必要な措

置を行うことができます。リフト券の利用停止、退場、翌日以降の利用禁止その他本条に基づく制

裁的措置の裁定は、当社の職務執行者、リゾート事業部総支配人又はリゾート事業部ディレクター

のいずれかが決定します。ただし、緊急に安全又は秩序を確保する必要がある場合の現場措置を妨

げません。 

7 当社は、営業活動者が本規約、許可条件、利用約款、法令若しくは当社係員の指示に違反した場

合、又は安全若しくは運営上必要がある場合、申請の不許可、許可条件の変更、営業活動の停止、

許可の取消し、識別物の返還請求、退場、索道運送の拒絶又は将来の申請・利用の制限を行うこと

ができます。 

8 本条の措置により営業活動者又は実施者に損害が生じても、当社に故意又は重大な過失がある場

合を除き、当社は責任を負いません。 

第 13 条（事故対応及び報告） 

1 許可営業活動者は、事故又は紛争が発生した場合、参加者の救護及び二次被害防止を行い、直ち

に当社及び必要な公的機関へ連絡しなければなりません。 

2 許可営業活動者は、当社の求めに応じ、事故又は紛争の状況、当事者、原因、対応内容その他必

要な事項を書面又は電磁的方法で報告し、調査に協力しなければなりません。 

第 14 条（責任及び損害賠償） 

1 許可営業活動者は、自己の責任と費用において営業活動を実施し、その指導者、スタッフ及び参

加者の行為について責任を負います。 

2 許可営業活動者又はその関係者が第三者又は当社に損害を与えた場合、許可営業活動者は自己の

責任と費用で解決し、当社に生じた損害及び合理的な対応費用を賠償しなければなりません。 

3 当社は、天候、積雪、索道・施設の運休又は変更、混雑、事故、救護活動その他当社の合理的な

管理を超える事由により営業活動が変更、停止又は中止されたことで生じた損害について、当社に

故意又は重大な過失がある場合を除き、責任を負いません。 

4 本条は、法令により当社の責任を免除又は制限することが認められない場合には、その限度で適

用しません。 
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第 15 条（個人情報の取扱い） 

1 当社は、申請、許可、事故対応その他本規約の運用に伴い取得した個人情報を、申請審査、本人

確認、安全管理、連絡、違反措置、再発防止、事故・紛争対応、法令上の手続その他これらに付随

する目的で、「斑尾ホスピタリティ合同会社プライバシーポリシー」

（https://www.madarao.jp/privacy-policy）に従って取り扱います。 

2 登録事業者は、参加者から必要な同意を取得するなど、適法な方法により参加者名簿を作成し、

当社の求めに応じて提出しなければなりません。当社が取得した参加者名簿は、原則として当該活

動が実施されたシーズンの翌シーズン開始時まで保存し、その後遅滞なく消去します。ただし、事

故若しくは紛争への対応、法令上の義務その他正当な理由により保存を継続する必要がある場合は、

必要な期間保存することがあります。 

3 事故が発生した場合、当社は、救護、捜索、事故調査、保険対応その他必要な対応のため、法令

及び前項のプライバシーポリシーに従い、必要な範囲で参加者名簿その他の個人情報を警察、消防、

保険会社その他の関係機関又は関係事業者に提供することがあります。 

4 前項の場合、当社は、事故対応に必要な情報が不足しているときは、登録事業者に対し、参加者

その他の関係者に関する不足情報の提供を求めることができます。登録事業者は、法令に違反しな

い範囲で、これに速やかに協力しなければなりません。 

5 第 12 条に基づき取得した写真、身分証明書の写しその他の違反記録は、当社サーバー上にデジ

タルデータとして保存し、権限を付与された者に限り取り扱います。 

第 16 条（反社会的勢力の排除） 

1 営業活動者は、自ら及びその役員、実質的支配者、指導者その他の関係者が暴力団、暴力団員そ

の他の反社会的勢力に該当せず、かつ、これらと社会的に非難されるべき関係を有しないことを表

明し、保証します。 

2 前項に反する事実が判明した場合、当社は何らの催告を要せず申請を不許可とし、又は許可を取

り消すことができます。 

第 17 条（規約の変更） 

当社は、法令の定めに従い、必要に応じて本規約を変更することがあります。変更後の規約、効力

発生日その他必要な事項は、当スキー場のウェブサイトへの掲載その他適切な方法により周知しま

す。 

第 18 条（準拠法及び合意管轄） 

1 本規約は、日本法に準拠し、日本法に従って解釈されます。 
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2 本規約又は営業活動に関して紛争が生じた場合、法令に別段の定めがある場合を除き、当社の本

店所在地を管轄する地方裁判所又は簡易裁判所を第一審の合意管轄裁判所とします。 

第 19 条（利用約款との関係） 

1 営業活動者、指導者、スタッフ及び参加者による当スキー場及び索道の利用には、本規約に加え、

「斑尾高原スキー場利用・索道運送約款」が適用されます。 

2 営業活動に関する事項について本規約と同約款の定めが抵触する場合は本規約を優先し、索道運

送その他一般利用に関する事項については同約款を適用します。 

3 本規約において使用する用語の意味は、別段の定めがある場合を除き、「斑尾高原スキー場利

用・索道運送約款」における定義によります。 

第 20 条（正文） 

本規約について英語その他の言語による翻訳版を作成する場合、日本語版を正文とします。翻訳版

と日本語版との間に解釈上の相違又は矛盾がある場合は、日本語版の定めが優先します。 

附則 

1 本規約は、令和 8 年（2026 年）9 月 1 日から施行します。 

2 本規約の施行前に受理した申請の取扱いは、当社が別途定めます。 

  



斑尾高原スキー場 ｜ スノースポーツ指導等営業活動利用規約 

Page 11 

別紙 1 営業活動利用申請書 

原則として実施日の 7 日前までに提出してください。繁忙期、団体撮影及び大規模イベント等は、

当社が別途定める期限によります。 

申請日・申請番号 
申請日：   年  月  日  ／ 申請番号：         （当社記

入） 

申請者 

法人・団体名： 

代表者氏名： 

所在地： 

電話：         メール： 

現場責任者 氏名：             当日連絡先： 

活動区分 
□ スクール □ 個人レッスン □ ガイド □ 商業撮影・収録 

□ イベント・競技会 □ その他（              ） 

実施日時    年  月  日（ ）   時  分 ～  時  分 

予備日    年  月  日（ ） ／ □ なし 

活動内容・目的 
                                  

                                  

活動場所・経路 

希望エリア・コース： 

利用予定リフト： 

管理区域外への移動：□ なし □ あり（別途計画書添付） 

集合場所                                   

人数 
指導者・ガイド等：   名 ／ 参加者：   名 

初心者：   名 ／ 子ども：   名（年齢：   ～   歳） 

責任者・従事者 
氏名、担当、資格名称・番号を記載（別紙名簿添付可） 

                                  

撮影・使用機材 
□ 該当なし □ カメラ □ 三脚 □ 照明 □ 音響 □ その他 

ドローン：□ 使用しない □ 特例許可を申請（飛行計画等を添付） 

保険 保険会社：         証券番号： 
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補償期間：         1 事故補償額：         円 

在留・就労関係 外国人従事者：□ なし □ あり（必要書類を添付） 

安全管理・緊急対応 
装備、連絡方法、救護担当、避難方法等： 

                                  

確認・同意 

□ 本規約、統合約款及び当社係員の指示を遵守します。 

□ 参加者の個人情報を適法に取得し、当社への提出・事故時の提供について必要

な説明及び同意取得を行います。 

署名：                   
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別紙 2 提出資料チェックリスト 

申請内容に応じて、該当資料を申請書とともに提出してください。当社は追加資料を求めることが

あります。 

共通資料 

□ 営業活動利用申請書 

□ 法人・団体の概要又は本人確認資料 

□ 従事者名簿及び参加者名簿 

□ 実施計画書・活動区域図 

□ 安全管理計画・緊急連絡体制 

資格資料 

□ 指導・ガイド資格証の写し 

□ 救護資格証の写し 

□ 資格の有効期限・活動範囲が分かる資料 

□ SAJ・JSBA・SIA 資格者は、該当団体に所属する当社オフィシャルスクールへ

の事前確認が分かる資料 

外国人従事者 

□ 旅券 

□ 在留カード（交付対象者） 

□ 指定書、資格外活動許可書又は就労資格証明書等 

□ 申請活動を日本国内で適法に行えることを確認できる行政機関の資料（必要

時） 

保険 

□ 損害賠償責任保険証券又は付保証明書 

□ 被保険者、補償地域、期間、対象活動が分かる資料 

□ 1 事故につき 3 億円以上の補償限度額の確認 

撮影・イベント 

□ 企画書・台本・媒体情報 

□ 撮影箇所、時間、出演者、スタッフ及び機材一覧 

□ 一般利用者への安全対策・導線計画 

□ ドローン飛行計画、必要な許認可等（特例申請時） 

管理区域外 

□ 利用索道、予定経路及び活動区域図 

□ 参加者、装備、通信手段及び緊急時対応計画 

□ ガイディング資格・救護資格及び保険資料 

当社確認欄 

受付日：   年  月  日  担当： 

□ 不足なし □ 追加提出依頼あり（期限：   年  月  日） 

不足資料：                            
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別紙 3 営業活動利用許可通知書 

本通知書は、記載された日時・活動・条件に限り有効です。許可は資格、適法性又は安全性を当社

が保証するものではありません。 

申請番号・通知日 申請番号：         ／ 通知日：   年  月  日 

宛先 法人・団体名又は氏名：                      

審査結果 □ 許可 □ 条件付許可 □ 不許可 

許可する活動 

活動区分： 

実施日・時間： 

活動場所・集合場所： 

従事者数：   名 ／ 参加者上限：   名 

登録料 

50,000 円（消費税別）×   日 

消費税：       円 ／ 合計：       円 

支払：利用当日、活動開始前にインフォメーションセンターで現金払い 

識別物 
種類：□ 腕章 □ ビブス □ その他（         ） 

交付数：   個 ／ 交付・返却場所：インフォメーションセンター 

許可条件 別紙 4「許可条件書」のとおり ／ その他：              

不許可理由等                                   

当社決裁 
担当：         審査：         決裁： 

斑尾ホスピタリティ合同会社 斑尾高原スキー場 
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別紙 4 営業活動利用許可条件書 

許可通知書と一体として使用し、該当する条件にチェック又は具体的内容を記載します。 

基本条件 

□ 本規約及び統合約款を遵守すること 

□ 当日の活動可能・禁止エリアを開始前に確認すること 

□ 現場係員の指示及び追加制限に直ちに従うこと 

□ 許可内容を変更するときは事前承認を受けること 

人数・体制 

参加者上限：   名 ／ 指導者・ガイド：   名以上 

□ 初心者・子ども対応のため増員すること 

□ 救護担当者を常時配置すること 

場所・時間 

許可エリア：                          

禁止エリア：                          

活動時間：   時  分 ～   時  分 

集合場所：                           

撮影・機材 

□ 一般利用者の動線を妨げないこと 

□ 三脚・照明等は指定場所のみで使用すること 

□ 一般利用者が識別できる映像の取扱いに配慮すること 

□ ドローンは当社スタッフ同行時のみ使用可 

同行スタッフ：         飛行可能範囲：         

管理区域外 

□ 許可された索道・経路・区域に限る 

□ 境界確認、安全管理、装備、計画、説明及び救助手配は活動者の責任とする 

□ 当社は管理区域外の安全を保証しない 

追加条件：                           

識別物・当日手続 

□ 活動開始前に登録料を支払い、当社が指定する識別物（腕章、ビブス等）を受

け取ること 

□ 営業活動中は交付された識別物を常時着用すること 

□ 終了後、交付された識別物を返却すること 

個別条件 
                                  

                                  

確認署名 
上記条件を確認し、遵守します。 

申請者署名：               日付：   年  月  日 
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別紙 5 事故・重大事象報告書 

事故、負傷、行方不明、設備異常、重大な危険又は参加者との紛争等が発生した場合、まず救護・

通報を行い、その後速やかに提出してください。 

基本情報 

申請番号：         報告日：   年  月  日 

登録事業者：               報告者： 

連絡先： 

発生日時・場所 

発生日時：   年  月  日   時  分頃 

場所・コース・目標物：                     

天候・雪面・視界：                      

事象区分 
□ 負傷 □ 衝突 □ 行方不明 □ 雪崩・自然現象 

□ 設備異常 □ 紛争 □ その他（              ） 

当事者 

氏名：         年齢：   連絡先： 

住所： 

所属・参加区分：         リフト券番号： 

発生状況 

発生前後の経過、位置関係、速度、指示内容等： 

                                  

                                  

負傷・被害 
負傷部位・症状、物的損害等： 

                                  

初動対応 

救護・応急手当： 

当社への通報時刻：   時  分  対応者： 

警察：□ 通報 消防：□ 通報 救急搬送：□ あり □ なし 

搬送先： 

目撃者・関係者 
氏名・連絡先： 

                                  

保険 
保険会社：         証券番号： 

事故受付番号：        担当者・連絡先： 

不足情報・添付 
□ 参加者名簿 □ 写真・映像 □ 位置図 □ 医療・搬送情報 

□ その他（                         ） 
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不足情報と提出予定日：                     

当社処理欄 

受付：     確認：     関係機関への提供：□ あり □ なし 

提供先・日時・範囲： 

追加提出依頼：                         
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別紙 6 登録料・支払及び返金基準 

本表は本規約第 6 条に基づく運用表です。 

登録料 
営業実施日 1 日につき 50,000 円（消費税別）の定額制 

活動区分、従事者数及び参加者数による加減なし 

消費税・合計 
消費税：適用税率により別途加算 

1 日分合計：         円 

支払期限・方法 
利用当日、営業活動開始前まで 

インフォメーションセンターにて現金払い 

料金に含まれないもの 
リフト券、用具、施設占用、スタッフ同行、救護・後方支援その他個別に発生する

費用 

返金 
当スキー場のリフト券払い戻し規定と同一の基準を適用 

返金の可否、金額及び手続は当該規定による 

オフィシャルスクール 本表を適用せず、当社と各オフィシャルスクールとの個別契約による 

領収・管理欄 

申請番号：         対象日：   年  月  日 

受領額：         円  受領者： 

識別物：□ 腕章 □ ビブス □ その他 交付数：   個 返却確認：□ 済 □ 未 
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